

要介護・要支援の認定を受けている場合でも、以下の疾病のために訪問看護を受けると、介護保険ではなく、医療保険から給付されます。
	末期の悪性腫瘍
	亜急性硬化性全脳炎
	進行性筋ジストロフィー症

	多発性硬化症
	スモン病
	プリオン病

	重傷筋無力症
	筋萎縮性側索硬化症（ALS）
	後天性免疫不全症候群（AIDS）

	パーキンソン病関連疾患
	脊髄小脳変性症
	頚髄損傷または人工呼吸を使用している状態

	多系統委縮症
	ハンチントン病
	


訪問看護が医療保険給付となる疾病












